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ライセンス簡易ガイド
マルチコア プロセッサおよびハイパースレッド プロセッサに対する Microsoft® ソフトウェアのライセンス        2007 年 12 月
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概要
ここでは、マルチコア プロセッサおよびハイパースレッド プロセッサに対する Microsoft® ライセンス ポリシーについて説明します。
この簡易ガイドの更新内容
· この簡易ガイドは、2005 年 6 月に発行された前のバージョンの代わりとなるものです。 

· この新しい簡易ガイドでの大きな変更点は次のとおりです。
· マルチチップ モジュールのライセンスに関するガイドライン。
· マイクロソフト製品の以前のバージョンに関するセクションが削除されました。
詳細
ハイパースレッド プロセッサは、Intel Corporation によって 2002 年にリリースされました。このプロセッサを使用すると、1 つのプロセッサ内の実行リソース (コア) を使用して複数の命令ストリーム (スレッド) を同時に実行させることができます。ハイパースレッド プロセッサは、アーキテクチャ上の状態 (スレッド コンテキスト) を複数保持することで、プロセッサ内の 1 つのコアで複数のスレッドを正しく実行できます。
2005 年には、最初に Intel Corporation と Advanced Micro Devices (AMD) によって、マルチコア プロセッサがリリースされました。マルチコア プロセッサは複数のコアを 1 つのプロセッサに統合して組み込んでおり、ハイパースレッド プロセッサよりも先進的なテクノロジと言えます。複数のコアやスレッドを含むプロセッサを使用すると、複数のタスクを同時に実行できる環境を活用できるため、より高いレベルのコンピューティング パフォーマンスを得ることができます。 
以下は、このドキュメントで使用されている用語の定義を示しています。
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	スレッドまたは論理プロセッサ
命令ストリームを実行できるプロセッサ内の論理構造
スレッド コンテキスト
各スレッドのアーキテクチャ上の状態
コア
単一または複数のスレッドからの命令を実行する実行リソースのセット
プロセッサ
1 つまたは複数のコアおよびスレッドを含む単一のチップ



お客様に業務のニーズに応じて新しいテクノロジをご利用いただけるように、マイクロソフトは、プロセッサに含まれるコアやスレッドの数にかかわらず、マルチコア プロセッサおよびハイパースレッド プロセッサを 1 つのプロセッサと見なします。
ソフトウェア製品のエディションによるプロセッサの制限
マイクロソフト ソフトウェア製品の中には、技術的な観点から、使用できるプロセッサの数が他の製品と異なっているものがあります。これに該当する製品として、Windows® デスクトップ PC オペレーティング システム、Windows Server® 2003 R2、Microsoft SQL Server™、および Microsoft BizTalk® Server があります。たとえば、Windows Vista® オペレーティング システムは 2 個以下のプロセッサを搭載したデスクトップ PC で使用することができます。Windows Server 2003 R2 Standard Edition と SQL Server 2005 Standard Edition は 4 個以下のプロセッサを搭載したシステムで使用することができます。
マイクロソフト ソフトウェア製品にはプロセッサの数に制限が設けられていますが、プロセッサに含まれるコアやスレッドの数にかかわらず、各プロセッサは 1 つのプロセッサとしてカウントされます。たとえば、Windows Server 2003 R2 Standard Edition は、4 個のプロセッサを搭載したシステムで使用できます。このシステムで使用されているプロセッサの種類 (シングルコア、ハイパースレッド、またはマルチコア) は関係ありません。
このライセンス簡易ガイドでは、マルチコア プロセッサおよびハイパースレッド プロセッサ上で実行されるソフトウェア製品とバージョンについて記載していますが、これらのテクノロジを使用する方法については説明していません。
プロセッサ ライセンス
SQL Server、BizTalk Server、および Internet Security and Acceleration Server など、一部のマイクロソフト ソフトウェア製品は、プロセッサ単位でライセンスが供与されます。プロセッサ単位でライセンスが供与されるソフトウェアでは、プロセッサに含まれるコアやスレッドの数にかかわらず、各プロセッサは 1 つのプロセッサとしてカウントされます。たとえば、SQL Server Standard Edition がプロセッサ単位でライセンス供与される場合、システムのプロセッサの種類 (シングルコア、ハイパースレッド、またはマルチコア) にかかわらず、4 個のプロセッサを搭載したシステムでは、4 プロセッサ ライセンスで十分となります。
よく寄せられる質問 (FAQ)
マルチチップ モジュールとは何ですか。マルチコア プロセッサおよびハイパースレッド プロセッサのライセンス ポリシーは、マルチチップ モジュールのライセンスに影響がありますか。
マルチチップ モジュールとは、複数の個別のプロセッサが 1 つのパッケージまたはボードとして組み立てられたものです。マルチコアのライセンス ポリシーでは、マルチチップ モジュールはマルチコア プロセッサと同様に扱われます。プロセッサ単位でライセンスが供与されるサーバー アプリケーションについては、マルチチップ モジュールの各プロセッサに対して、個別のライセンスは必要ありません。
シングルコア プロセッサ システムからデュアルコア プロセッサ システムへのアップグレードを考えているお客様がいます。この場合、マイクロソフト ソフトウェアのライセンスのコストは増加しますか。
いいえ、増加しません。プロセッサ単位でライセンスを供与される製品の場合、このお客様には、コア単位ではなく、プロセッサ単位のソフトウェア ライセンス 1 つ分の費用をご負担いただくことになります。お客様がシングルコア プロセッサ システムをデュアルコア プロセッサ システムに置き換える場合でも、必要になるのはプロセッサごとに 1 つのライセンスのみです。プロセッサの制限があるソフトウェアの場合でも、コア単位ではなく、プロセッサ単位でライセンスが供与されます。
プロセッサ コア
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